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あるところに、くもの上に家族がすんでいました。ふじゆうな
体をなおしに、くもの上にいきました。まぼろしのたまごと、
記おくのハネをゲットしにいきました。



そして、三人はまいごになってしまいました。すると、やさし
そうなふうふが、みちをおしえてくれ、「今日はもうおそいから、
うちにとまっていき」といいました。なので、三人は、その言
葉に甘えて、その日とまらせてもらいました。たまごとハネの
ばしょにたどりつくと、そこには、たまごを守るおそろしいド
ラゴンがいました・・・



なんと！ドラゴンのまわりには、たいりょうのそうびや、ぶき
が落ちていました。それをひろいドラゴンをたおしました。そ
して、たまごとハネをゲットし、ハックとおじいさんは、記お
くをとりもどし、足もはえました。



それに、ドラゴンの中から、きんぎんざいほうがたくさんでて
きたのです。せわになったふうふに、それらをわたして、いつ
までも、しあわせにいっしょにくらしました。
めでたしめでたし


